
 

平成 27年 5月より、ページをリニューアルした「保育日記★」！毎月更新しています。 

保育中に出会った子ども達の素敵な姿や、楽しいエピソードなどをお伝えしていきます。 

   

 
 2015.10.20 りす・うさぎ組 1・2歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

この時使ったのは、井型ブロックです。このほか

色々なサイズのブロックが保育園にはあります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

京王線の黄緑色は、向かって左の立方体のブロッ

ク。 

右の二つはほんの少し濃い緑色でです。 

大人はあまり気にならない色も、子どもの中では

イメージが違うのですね。 

 

 

 

 

 

京王線沿線にある、ときわぎ国領保育園の子ども達は、京王線の好きな子が

多いです♬最近、京王線はかつて運行された 2000系車両の復刻カラーで、

全体黄緑色でラッピングされた電車が、時折走っています。 

 

ある日、うさぎ組で散歩中に黄緑色の電車を見ることが出来ました！ 

その見た目から「バッタ電車！」と名付け、みんな大喜び♬ 

電車が好きな、うさぎ組の Dくんは、その日の夕方ブロックでバッタ電車

を作り始めました。 

 

黄緑色のブロックを探して作っていましたが、ブロックが足りないとストッ

プ。同じ色のブロックを私が勧めると、 

「これは違う、パーシーの緑なのー」 

（パーシー：機関車トーマスに出てくる緑色の機関車） 

良くみると、余っているブロックは、たしかにほんの少し色が濃いのです。 

それは、比べないと私にはわからないくらいです！ 

 

手元にあるクラスのブロックで何とか作れないかとも考えましたが、強い D

くんの気持ちを考え「隣のクラスにブロックを交換してもらうのはどう？」

と提案すると Dくんも納得し、隣のりす組 1歳児クラスに交渉しにいくこ

とにしました。 

 

りす組の部屋に入った D くん、職員のところまで行き、 

「…きみどり ありますか？」 

言葉足らずの部分を私が、フォローしていると、 

11月号 

ブロック どぉぞ♬ 



Dくんの欲しい物を理解した、りす組の Kちゃんと Mちゃんが、さっと棚

の中にしまってある箱から黄緑のブロックを取り出して 

「はい ど～ぞ！」とさしだしてくれました！ 

 

Dくんと一緒に「ありがとう♬」を言い、うさぎ組に戻り無事電車を完成さ

せました！ 

 

 記事：佐藤  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 2015.10.21 りす・うさぎ組 1・2歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

オレンジの帽子がりす組、ピンクの帽子がうさぎ

組です。朝夕の合同保育や夕方のテラスで一緒に

遊んでいます。 

 

 

 

 

 

 

夕方になると、子どもの人数が減ってくるので、クラスを合同にして過ごし

ます。1歳児りす組と 2歳児うさぎ組の合同の時の事です。 

 

うさぎ組の Sちゃん、りす組のMちゃん・Hちゃんは、おままごとをして

3人で遊んでいました。 

そのうちに Sちゃんはパズル、Mちゃんは電車、Hちゃんは赤ちゃん人形

のお世話とそれぞれ別の遊びに移っていきました。（その前に使用していた、

おままごとの玩具はそのままです） 

 

しばらく経って、りす組の Yくんがままごとのコーナーに来て、もう誰も

使っていないままごと玩具で遊び始めようとしました。すると突然、Sちゃ

んが Y君の持っていた玩具をグイッと引っぱり「ダメッ‼」と怒りました。 

 

保育者は、Sちゃんに「Y くん、遊んでいたよ？“かして”とか“待ってい

てね”とか、何かお話しないと。勝手に取ったら悲しいよ」と伝えました。 

Sちゃん「・・・」 

保育者 「どうしたの？何か嫌だった？」 

Sちゃん「…だってMちゃんが使ってたの」 

正義感！ 

保育の仕事をしていると、子どもの想像力や小さなこだわりに度々直面します。とてもピュアな感性に思わず応援

したくなりますね。そんな子どもの姿を見守り、時には少し手を貸します。隣のクラスの子も優しくブロックを持

ってきてくれ、そんなやり取りが、又うれしいです。 



 

Mちゃんが先ほど使っていたことを覚えていた Sちゃんは、Mちゃんのこ

とを想って Yくんに強くあたってしまったのでした。保育者は、正義感か

らくる行為を受け止め「そうだったのね ありがとう」と言い、別の遊びを

していたMちゃんに「おままごと終わり？」と確認を取り、Mちゃんから

Yくんへ貸してあげるよう促しました。 

 

年下の子を想う正義感がなんだかあったかい気持ちになるエピソードでし

た。 

 記事：石井  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 2015.10.23 うさぎ組 2歳児クラス 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

大きなリュックを揺らし歩いています！ 

道中は野川の川べりを歩く、気持ちの良い道で

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

うさぎ組は秋に、お家の人が作ってくれたお弁当と水筒をリュックに詰め

て、少し遠くまで遠足に行きます。お弁当を持って遠足に行くのは、初めて

です！ 

 

目的地は、すり鉢公園！ 

大きなすり鉢状になった滑り台がある公園です。いつもの散歩より少し距離

があり、またお弁当と水筒の入ったリュックを背負っているので、うさぎ組

の子にとって簡単な道のりではないと思います。 

 

道中、リュックが重たくて、荷を下ろしてしまう子も…でも、お弁当が入っ

ているよ、いいのかなぁ～？と声をかけると、力をふりしぼり最後までがん

ばって歩きました。 

 

さて、すり鉢公園では、持ってきた段ボールをお尻に敷いて滑り台をズルズ

ル～と滑って遊びます。ケラケラ笑いながら滑っては、また登り、すべって

は登り…子どもの体力ってすごいっ！ 

子どもの表面的な行動だけでなく、行動の理由を探り子どもに問いかけることで、子どもの本当の気持ちを発見で

きることがあります。そんなとき、大人も予想もしないような子どもなりの考え方が出てくることがあり、感心す

ることもあります。日常の中の何げない場面でも子どもとの関わりや子ども同士の関わりから、気づかされること

が日々あります。 

うさぎ組 初めてのお弁当遠足 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

太い鎖を使って登ります。職員が励ますと、最後

まで登れました！ 

 

 

 

 

 

 

しかし、一緒に行ったみんなが滑って遊ぶわけではないのが、おもしろいと

ころ！ 

 

すり鉢の底から、手すりを使って急な方の斜面をよじ登ることに夢中になる

子☆手すりが途中で終わるため、頂上に着くまでに滑り落ちながら、無言で

繰り返し挑戦していました。登り終えたときは、まるでヨシッ！と自分の中

で拳を握ったような表情をしていましたよ（笑） 

 

太い鎖を使って登るところもありますが、こちらも挑戦する子がいました。

太い鎖で重たく、うまく使いこなせずに、弱音を言いますが、職員が励ます

と登りきるまでがんばれました。「のぼれたね～」と下から声をかけると満

面の笑顔で「うんっ！」といい、次の場所へ駆け出していきました☆ 

 

すり鉢状の底に転がり落ちているどんぐり拾いに夢中になる子もいて、それ

ぞれが思い思いの遊びを楽しんでいました。 

 

大人の予想と違う遊び方をする子ども達を見て、大人から見た楽しさと、子

どもが感じる挑戦したい気持ち、それを達成した楽しさは別な時もあるのだ

と感じました。 

 

子どものやりたい気持ちを尊重していきたいなと思っています。 

 

 記事：佐藤  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 2015.10.6 ぞう赤・緑組 3・4歳児クラス 

 

 

 

ときわぎ国領保育園は、３・４・５歳児が一緒に生活する、縦割り保育を行

っています。 

子ども達の歩く姿、遊ぶ姿を思い浮かべながら、こんなに思い思いの楽しみ方を見つけることのできる子に成長し

たことを嬉しく思います。保育園での保育目標に掲げている『粘り強くたくましい子ども』『豊かな感性を持った

子ども』に着実に育っていますね。 

折り紙の教え方♬ 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

手裏剣を折っている 2人です。 

手裏剣は、最後の組み合わせが、ちょっと難しい

んですよね。 

 

 

 

 

 

 

3歳児赤組と 4歳児緑組が保育室で、折り紙で遊んでいるときのことです。

赤組の子が「分からない。どうやって折るの？」と声を上げていると、緑組

の Hちゃんがさっと近寄り、折り方を教えてくれました。 

 

初めは「かして。やってあげる」と折ってあげようとしていたのですが、 

保育者が「Nちゃんが自分で折れるように折り方を教えてあげて」と声をか

けると、Nちゃんに折り紙を返し「ここを折って～」「つぎはここをひっく

り返して～」などと指をさしながら折り方を伝え始めました。 

 

しかし、折り方を伝えるのは難しいですよね。 

教えている Hちゃんは自分では折れるものの、言葉で伝えるのは難しく、 

「あっ違うよ！」 

「こっちを折るんだよ…あっそれそれ！」 

「これじゃなくて それ！」 

「う～ん そうじゃなくて…こっちのを…」 

…なかなかうまく伝わりません… 

「・・・かして！こうやるんだよ。やってあげる！」と最後は Hちゃんが

仕上げをし、やっと完成となりました。 

 

年上の子の優しさと、もどかしい気持ちの中、試行錯誤しながらなんとか伝

えようとする姿に微笑ましく思いました。 

 

年下の子との関わりの中で、うまく行かず、もどかしく感じる気持ちや、お

世話をしてあげようとする気持ちなどを、日々感じながら成長していけるの

は、保育園ならではの良さだと思います。 

 

 記事：樽味  

  

 

 

 

 

 

 

 

 

年下の子と年上の子が関わっている時に、年上の子がやってあげたい事と、年下の子のやってもらいたい事が違う

時があります。年下の子がどうしたいのか、どうなっていければ良いのかを明確にするために保育士が一言添えて

あげると、お互いの思いが一致して完成できました。よかったですね。 


